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　事業を進めるにあたり、一般の方へ説明会等で構造物の形状を

お伝えする機会がありますが、地中に隠れる部分がある土木構造

物等では、二次元図面で正しい形状を認識していただくのは困難

な場合があります。

　以下の写真は、地表面形状といくつかのパーツに分割した砂防

堰堤を3Dプリンタでそれぞれ出力し、組み換え可能な模型を製作

した例です。

　図面やパースでは理解しにくい構造も、参加者にパズルのように

組み立ててもらう事で、形状をより正確に伝えることができます。

　基盤地図情報3)の高精度な標高データ等から製作した地形デー

タの表面に、各種防災情報（河川や津波による浸水想定区域・土砂

災害警戒区域・避難所等）を貼りつけることが可能です。

　触れることができるハザードマップとして防災情報を立体的に可

視化することで、より最適な避難ルートの選定など、地域防災計画

の充実を図ることができるのではないでしょうか。

　上記以外の活用事例や3Dプリンタの機構説明など、まだまだ皆

さまへお伝えしたい事柄がありますが、限られたスペースのため割

愛させて頂きました。

　より詳しく知りたい方や実際に3Dプリンタが実際に動くところ

を見てみたい方がいらっしゃいましたら、当社営業担当まで気軽に

お声掛け下さい。

　本稿を契機として、土木分野における3Dプリンタの活用機会が

増えることを願います。

3．さいごに

（2）地中の見えない部分を可視化 （3）標高差を体感できるハザードマップ
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　近年、大規模事業を中心として、情報化施工やCIM(Construction Information Modeling)1)対応のために三次元

データが作成される現場が増えつつあります。本稿では、作成した三次元データをより活かす手法として、土木分野における

3Dプリンタの活用について例示します。
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概要概要

　当社は三次元設計時代の到来を見据えて、平成23年度に土木

設計用3DCADを導入、平成24年度に3Dプリンタを導入してい

ます。

　土木分野における3Dプリンタの利用は「比較的複雑な構造物

のイメージを受発注者間で共有できるように視覚化する」という

のがポピュラーな使い方ですが、発展的な利用事例を幾つか御紹

介します。

　当社ではSfM(Structure from Motion)2)手法により、スナッ

プ写真から三次元モデルを半自動作成できます。この技術と

UAV(無人航空機)による撮影を併用すると、最短2日ほどで撮影

から三次元モデルの作成、3Dプリンタ出力までを行う事ができます。

　災害発生時など、迅速に現地状況を把握したい場合に活用でき

るのではないでしょうか（航測図化ほどの精度はありません）。

特集

1．はじめに

2．3Dプリンタの活用事例
（1）UAVによる空撮画像の3Dプリンタ出力
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